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1. はじめに 
　インターネットを介したコミュニケーションが盛んと
なる中で, Twitter や Facebook をはじめとするソーシャ
ルメディアが急成長している. 中でも Twitter は 140 文
字以内のテキストと画像や動画を投稿するという手軽さ
から, 日本国内の月間アクティブユーザ数 (MAU) が 
4,000 万を超え[1], 若者を中心に広く普及している. 
　ソーシャルメディアはリアルタイムなコミュニケーショ
ンツールとして, 人々は日常的に起きる出来事を場所や
時間に捕われず発信し共有しあっている. それゆえに, ソー
シャルメディアに発信された大量の情報を集合知と捉え
ることで, 世の中で起きている出来事や問題を抽出する
ことができると期待され, 様々な分野でソーシャルメディ
アに対する研究が行われている. 
　ソーシャルメディアが普及し, 誰でも簡単に情報が発信
できる時代では, 発信した情報が自らが想像しないよう
な規模で拡散されることがある. その中でも地震や豪雨
といった自然災害や事故, 電車の運転見合わせや遅延な
ど投稿された場所が重要視される情報が他の場所にいる
ユーザの元へどのように分析することで, その出来事の
重大性を測ることができると推測できる. 

2. 目的 
　本研究では代表的なソーシャルメディアの 1 つである 
Twitter を対象とし, 投稿場所に着目してソーシャルメディ
アに投稿される情報がどのようにして拡散され, 他の場
所にいる人々に伝わるのかを時系列ごとに可視化して分
析する. 自然災害や事件などの出来事が発生してからの
情報の伝播を長期的に観測することで, 出来事が発生し
てからの時間軸ごとの情報伝播のスピード, 出来事の種
類や重大性によるソーシャルメディアの情報伝達能力の
差異を評価する. 

3. 関連研究 
　ソーシャルメディアやソーシャルネットワーキング
サービス (SNS) を対象として世の中で起きている出来事
を把握しようとしている研究は盛んに行われている. 
Sakaki ら[2]は Twitter に投稿される地震や台風などの
自然災害を位置情報付きツイートを観測することでリア
ルタイムに発生した災害を検出するシステムを開発した. 

また岩渕ら[3]は Twitter に投稿されたイベントについて
言及しているツイートを元に電車の混雑を予測するシス
テムを構築した. 
　本研究ではツイートの投稿場所を元にして情報の伝播
の様子を地図上にヒートマップにして可視化することで, 
ソーシャルメディアに発信された情報がどのように他の
場所にいるユーザの元へ届くのかを分析する手法を提案
する. 

4. 分析手法 
　Twitter に投稿されたツイートを収集・分析するため
に, 図 1 のようなシステムを構築する. 本システムは大き
く 5 つの処理に分かれており, 以下にそれぞれの処理の
概要を示す. 

 
4.1. ツイート収集 
　Twitter からツイートを収集するために, Twitter 社が
提供している API の 1 つである Streaming API[4] を利
用する. Streaming API は Twitter に投稿されたツイー
トをリアルタイムに取得することができる API である. 
本研究は Streaming API の中の Sample メソッドと 
Filter メソッド用いる. Sample メソッドは投稿された全
てのツイートの一部を取得することができる. また Filter 
メソッドをは予め用意したフィルタに合致したツイート
を取得することができる. Filter メソッドで用いるフィル
タは後述するツイートを分類する際のグループに関連し
た単語を著者の主観で選び使用する. 
　本研究では日本からのツイートのみを対象とするため, 
取得したツイートから日本語のツイートのみをフィルタ
し, データベースに格納する. ツイートデータのうちデー
タベースに格納する情報は, ツイート ID, ツイート本文, 
位置情報, ユーザ情報, 投稿時間の 5 つである. 

図 1 システム構成図
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4.2. 投稿場所抽出 
　ツイートに含まれる位置情報を投稿場所として使用す
る. しかし, 日本において位置情報を付与してツイートを
しているユーザは非常に少なく, 橋本ら[5]の研究による
と日本から発信されるツイートのうち約 0.18% しか位
置情報が付与されているツイートが存在しないと分析し
ている. 
　本研究ではツイートに含まれる位置情報以外から投稿
場所を抽出するために, ユーザ情報に含まれる『場所』
の情報を元に投稿場所の推定を行う. 多くのユーザはこ
の『場所』に自分が住んでいる地域や地名を設定してい
るため, これをツイートの投稿場所であるとし, ジオコー
ディングすることで位置情報を取得する. 

4.3. 形態素解析 
　ツイートがどういった内容のものであるのかを判定す
るためにツイート本文に対して形態素解析を行い, 名詞
や動詞など品詞ごとに文章を分割する. 
　本研究では形態素解析器に Java 製の Kuromoji[6] を
使用し, 形態素解析で用いるシステム辞書に mecab-
ipadic-NEologd[7] を使用する. 辞書で用いる mecab-
ipadic-NEologd は Web 上の大量のデータから得られた
新語や固有表現を追加することでカスタマイズされた 
mecab 用の辞書で, 標準の IPA 辞書ではうまく形態素解
析することができない新語や固有表現が多く含まれる文
章に対して形態素解析をするのに有効であるとされてい
る. Twitter にはユーザの日常的な会話に近い文章や流行
に沿った内容の文章が投稿されるため, 新語や固有表現
が多く含まれると予想できる. したがって mecab-ipadic-
NEologd を使用してより最適な形態素解析を行う. 

4.4. ツイート分類 
　ツイートがどのような内容なのかを単純ベイズ分類器
を用いて分類する. ツイートの特徴を抽出するために前
節で行った形態素解析の結果から名詞と動詞の原型を抜
き出し, BoW (Bag of Words) の要領で単語の集合で表
し, 以下のグループに分類する. 
• 地震 
• 豪雨, 強風などの地震以外の自然災害 
• 交通機関の運転見合わせや遅延 
• 事件や事故 

名詞の他に動詞の原型を抜き出す理由として, 地震など
が発生した時に発信されるツイートに「揺れた」など動
詞のみ投稿されるケースが多く存在するためである. 
　予め用意したツイートを手作業で上記のグループに分
類し, 学習を行った分類器を使用して実際に収集したツ
イートを分類する. 分類を行うことでそれぞれの種類の
ツイートの情報拡散の違いについて観測することが可能
となる. 

4.5. 可視化 
　投稿場所を抽出し, 内容ごとに分類されたツイートを
地図上にヒートマップにして可視化する. 本研究では, 上
記の処理を行った後のツイートを, 全文検索エンジンで
ある Elasticsearch[8] に蓄積する. Elasticsearch に蓄積
されたデータを高速にフィルタリングでき, 特に時系列デー
タの取扱が強い分析フレームワークである Kibana を用
いて蓄積されたデータ可視化を行う. Kibana を用いて時
系列ごとに可視化を行うことで情報拡散の様子を観測す
ることが可能となる. 

 

5. まとめ 
　本研究では代表的なソーシャルメディアの 1 つである 
Twitter を対象に, 投稿場所に着目して情報がどのように
拡散されていくのかを可視化し分析する方法を提案した. 
今後は実際に収集されたツイートに対して処理を行うた
めの実装を行い, 投稿場所に着目した情報伝播の可視化・
分析を進めていく予定である. 
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図 2 ヒートマップによる可視化の例
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